
⑲50．0％イミダクロブリド顆粒水和剤（つづき）  

イミダクロプリド  

作物名   適用害虫名   希釈倍数  使用液量   使用時期   
本剤の  

を含む農薬の  

使用回数   
総使用回数   

チャノキイロアザミウマ  

チャノミドリヒメ］コバイ  

10000倍   
200′一）400  

茶  チャノホソガ   摘採7日前まで  1回   1回  
L／10a  

ツマグロアオカスミカメ  5000倍  

3回以内  

60～150  
小麦   15000倍    アブラムシ類  

（種子粉衣は  

L／10a  まで   1回以内、  

散布  

200～700  
アテモヤ   コ調イがラムシ類   2回以内  

L／10a   まで   2回以内  

10000倍  3回以内  

かぼちや   アブラムシ類  100／－－300  収穫前日  
（定植時の土壌  

混和は1回以内、  

L／10a  まで  
散布はZ回以内）   

アスパラガス   5000倍  2回以内   

⑩50．0％イミダクロプリド顆粒水和剤（つづき）  

イミダクロブリド  

作物名   作物名   
本剤の  

使用量   使用時期  使用方法  を含む農薬の  
使用回数  

総使用回数   

乾田直  
種もみ4～鈍g  種子塗沫  

当り  3回以内  
播水稲   

30～40g／川a  
（末催芽籾）  

（種もみへの処理  

ウンカ類  は種前   1回  
は1回以内、  

湛水直  種もみ3kg当り  
との同時湿粉衣（地  

上は種用、空中散播  
本田での散布  

播水稲  こ∃0～40g／10a  
は2回以内）  

一による散播用）   

⑪4．0％イミダクロブリド顆粒水和剤  

イミダクロプリド  

本剤の  
作物名   適用害虫名   使用量  使用時期   使用回数   使用方法   を含む農薬の  

総使用回数   総使用回数  

3回以内  

ペースト肥料  2回以内  
いもち病  

に溶かし側条  は1回以内、育苗   （育苗箱への処理  
稲   移植時   1回  箱への処理及び側  

施肥田植機で  
イネドロオイムシ  

施用する。  

布は2回以内）   
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⑫0．0050％イミダクロプリド液剤  

イミダクロプリド  
本剤の  使用  

作物名   適用害虫名   希釈倍数   使用時期  を含む農薬の総使  
使用回数  方法  

用回数   

3回以内  

（育苗トレイヘの潅注及び  

キャベツ   
定植時の土壌混和は1回  

以内、散布後は2回以内）  

収穫7日前まで   3回以内  
2回以内   

（育苗期の株元散布は  

レタス  
1回以内、  

アブラムシ類   散布は2回以内）  

非結球レタス   
希釈せず  2回以内  

ほうれんそう  
原液  そのまま  

4回以内  
散布する  

（育苗期の株元散布及び  

きゆうり   3回以内  定植時の土壌混和は合計  

1回以内、散布及び常温  
収穫前日まで  

煙霧は合計3回以内）  

3回以内  

（育苗期の株元散布及び  

トマト   コナジラミ類  2回以内  
定植時の土壌混和は合計  

1回以内、散布は2回以内）   

しそ   アブラムシ類  収穫7日前まで   1回  1回   

（2）海外における使用方法  

イミダクロブリド17．4％フロアプ／レ  

1回当たりの   本剤の   栽培期間中   
作物名  使用時期   使用方法  

使用量   使用回数   の総使用量   

コーヒー旦  8．Ofloz（製剤）／A   5回（＊）   0．501bai／A  収穫7月前まで   茎葉散布  

（0．101bai／A＝   ［最大   （0．56kg  

0．112kgai／ha）   0．501b  ai／ha）   

ai／A］  
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6．作物残留試験  

（1）分析の概要   

①分析対象の化合物  

イミダクロブリド  

②分析法の概要   

試料を含水アセトニトリルで抽出し減圧濃縮後、塩化ナトリウム溶液及びヘキ  

サンを加えて振とうする。水層にジクロロメタンを加えて転溶後、ジクロロメタン  

層を炭酸カリウム溶液で洗浄し、濃縮後、シリカゲルカラムで精製し、高速液体ク  

ロマトグラフで定量する。   

このほか、ジクロロメタン転溶を行わず、珪藻土カラム及びシリカゲルカラム  

等による精製の後、高速液体クロマトグラフ（UV検出器）で定量する方法や、抽出  

後、グラファイトカーボンミニカラムによる精製の後、LC－MSを用いて定量する方  

法も用いられる。  

検出限界 0．005～0．2ppm  

（2）作物残留試験結果  

①稲  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、 2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、施用後133，111日の最大残留量注1）は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：く0．005、く0．005ppm  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、 2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、施用後133，111日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．01、0．03ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、1％粒剤を1回散布（舶β∂）したところ、散布後88，∂6日の最大残留量  
は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  
注2）  

イミダクロブリド：く0．005、く0．005ppm  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、1％粒剤を1回散布（舶鮎）したところ、散布後88，・好日の最大残留量  
は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．01、0．04ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、0．25％粉剤を2回散布（4kg／10a）したところ、散布後21～28日の最大残留  
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量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．038、0．018ppm  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、0．25％粉剤を2回散布（4kg／10a）したところ、散布後21～28日の最大残留  

量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．40、0．32ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、1％粒剤を2回水面施用（3kg／10a）したところ、施用後80， 70日の最大残  
留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：〈0．005、0．006ppm  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、1％粒剤を2回水面施用（3kg／10a）したところ、施用後80， 70日の最大残  

留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．04、0．06ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、10％水和剤の2，000倍希釈手夜を2回散布（120、150L／10a）したところ、散  

布後28～45日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．058、0．036ppm  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、10％水和剤の2，000倍希釈液を2回散布（120、150L／10a）したところ、散  

布後28～45日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．18、0．24ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、10％水和剤の2，000倍希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後30  

～45日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．076、0．030ppm  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、10％水和剤の2，000倍希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後30  

～45日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．22、0．28ppm  
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稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、10％水和剤の2，000倍希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後28  

～42日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミグクロブリド：0．08、0．02ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、10％水和剤のタロ房希釈液を1  

回港注（0．5L／箱）し、2，000倍希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後  

28～45日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範  

囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．04、0．04ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（1例）において、10％水和剤を1回施用  

（200g／種子3kg）し、2，000倍希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後28  

日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．08ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％水和剤を1回施用  

（200g／種子3kg）し、2，000倍希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後28  

～42日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．16、0．09ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、 2腕水府フ財のタ♂7算希緻密  

をノ／野首題齢¢タ肋乙／儲訂 したところ、港注後120日の最大残留量は以下のとおり  

であった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：く0．01、く0．01ppm  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、却煤雅冴誘痴伍悦僻碩靡  

好をノ㈲豹変荘α尻加止／／讃ソ Lたところ、潅注後120日の最大残留量は以下のとお  

りであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：〈0．02、く0．02ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、 2膨水府財のタβ7賢者靡好  

をノ／野苗二裔1馨荏α尻加法／／箱ノ L、10％水和剤の2，000倍希釈液を2回散布  

（150L／10a）したところ、散布後27～43日の最大残留量は以下のとおりであった。  

ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．05、0．03ppm  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2膨水繍の甜脚  

瘡をノ㈱廓伽エバ筑ノ L、10％水和剤の2，000倍希釈液を2回散布  
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（150L／10a）したところ、散布後27～43日の最大残留量は以下のとおりであった。  

ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．08、0，02ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、甜％彫水府卿の氏♂♂の賢者紺を見好訝有〃北／プぬノ Lたところ、散布  

後7 ～28日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用  

範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．22、0．31ppm  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、5り％腰乾水和弥靴川仰厚着紺を勝野有〃北／づぬノ Lたところ、散布  
後7 ～28日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用  

範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：3．39、1．38ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、 卯％腰粒水和鄭仇惣塘捕虜  

瘡をノ確（2批／／須ノ L、互β♂β㈱をa野静粛〟北〃ぬノ したとこ  
ろ、散布後7 ～29日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験  

は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．26、0．28ppm  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、〟％腰粒水繍のJ2割算肴  

財をノ館筋蓼産地／／／籍ソ L、尻βββ㈱を朗読敷布〃北／〃ぬノ したと  

ころ、散布後7 ～29日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試  

験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：2．96、1．36ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回移植当日に箱施  

用（80g／箱）し、1％粒剤を2回散布（3kg／10a）したところ、散布後35 ～56日の最  

大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．02、0．02ppm   

稲ノ（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回移植当日に箱  

施用（80g／箱）し、1％粒剤を2回散布（3kg／10a）したところ、散布後35 ～56日の  

最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．56、0．12ppm   

②小麦   

小麦（玄麦）を用いた作物残留試験（2例）において、10％水和剤を1回は種前に  
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塗抹処理（種子重量♂）0．15％）し、50％顆粒水和剤の15000倍希釈液を2回散布（2β♂、  

150L／10a）したところ、散布後21～28日の最大残留量は以下のとおりであった。た  

だし、200L／10aを散布した試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．013、く0．005ppm  

小麦（玄麦）を用いた作物残留試験（2例）において、10％水和剤を1回は程前に  

塗抹処理（種子重量の0．15％）し、50％顆粒水和剤のノββ♂β悟希釈液を2回散布（2♂♂、  

150L／10a）したところ、散布後21～28日の最大残留量は以下のとおりであった。た  

だし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．016、く0．005ppm   

③とうもろこし   

とうもろこし（乾燥種子）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロア  

ブルを1回厚子塗顔■〃♂クcc／／笹子敬ノ L、Zα勒許希釈瀦首2回散布（200L／10a）し  

たところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これら  

の試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：く0．01、く0．01ppm  

とうもろこし（生食用子実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロ  

アブルを1回厚子塗床〃ββccノ／傾持㍑転ノ L、Zα勅許希釈痴首2回散布（200L／10a）  

したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これ  

らの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：く0．01、く0．01ppm  

とうもろこし（脱穀した種子）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フ  

ロアブルを1回廊摩昭摩子塗凍〃♂伽乙／笹子敬ノ L、60倍希釈液を2回無人ヘリコ  

プター散布（3L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりで  

あった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：く0．01、く0．01ppm  

とうもろこし（生食用子実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロ  

アブルを1臥静粛蜂蜜子塗床〃β伽エ／／笹子馳〃 L、60倍希釈液を2回無人ヘリコプ  

ター散布（3L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであ  

った。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：く0．01、く0．01ppm   

④だいず   

だいず（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回播種時  

播溝処理（3kg／10a）し、20％フUアフンレの4000店希釈屏を2回散布（200L／10a）  

したところ、散布後28 ～42日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、こ  
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れらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．01、く0．01ppm   

（9あずき   

あずき（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回播種時  

播溝土壌混和（舶ぬ）し、50％顆粒水和剤の互α勒算前節層を2回散布  

（150L／10a）したところ、散布後28日の最大残留量は以下のとおりであった。ただ  

し、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．05、0．04ppm   

⑥らっかせい   

らっかせい（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回播  

種時播溝土壌混和（3kg／10a）し、50％顆粒水和剤の10，000倍希釈液を2回散布  

（200L／10a）したところ、散布後28～42日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：く0．05、く0．05ppm   

⑦ばれいしょ   

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、 冗膀水府卿をノノ好摩  

い邑必屠〃♂勉／二水ノ∠／い邑2ク勉ノ L、10％水和剤の1，000倍希釈液を2回散布  

（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．186、0．020ppm  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回播種時  

植溝処理（4kg／10a）し、10％水和剤の1，000倍希釈液を3回散布（200L／10a）した  

ところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの  

試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．02、0．02ppm  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、10％水和剤の15倍  

希釈液を2回空中散布（3L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下  

のとおりであった。  

イミダクロプリド：く0．02、く0．02ppm  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、10％水和剤の1，000  

倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下  

のとおりであった。  

イミダクロプリド：く0．02、く0．02ppm  

ヽ  

巨こ  
け  

智  

稀  
r・  

←  

I  

－26－  

≠
．
・
軋
－
 
牽
 
 

■
■
 
 
 



ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回植付時  

植溝土壌混和（4kg／10a）し、50％顆粒水和剤の5，000倍希釈i夜を2回散布  

（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．02、く0＿01ppm   

（秒さといも   

さといも（球茎）を用いた作物残留試験（2例）において、 1％粒剤を1回定植時  

植溝土壌混和（4kg／10a）し、2β％ノ水務剤切旦仇瑚啓肴靡層堰切官許希1勿鳩／〃ぬノ  

Lたとごろ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これ  

らの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：く0．01、く0．01ppm   

⑨かんしょ   

かんしょ（塊根）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の  

10，000倍希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：く0．01、く0．01ppm  

かんしょ（塊根）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の  

10，000倍希釈液をノ／野殊元＿土密摩荏1加悦／〃鮎ノ Lた産、2回散布（300L／10a）した  

ところ、散布後7～21日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの  

試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．01、〈0．01ppm   

⑲やまのいも   

やまのいも（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回定植  

時植溝土壌混和（4kg／10a）し、ノ♂％／水府材の名♂♂♂㈱を2回散布  

（300L／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は以下のとおりであった。  

ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：く0．01、く0．01ppm  

やまのいも（むかご）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回植  

付時植溝土壌混和（4kg／10a）したところ、処理後210、140日の最大残留量は以下  

のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．06、く0．05ppm   

⑪こんにやくいも   

こんにやくいも（球茎）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回  

培土時土壌混和（6kg／10a）した後、ノ廊静粛触〃ぬノ したところ、散布後21～  

30日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内  
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で行われていない。  

イミダクロプリド：く0．01、0．02ppm   

⑫てんさい   

てんさい（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、ノ（嫁水府財をノ願好  
辟、茸粛啓盗絶好小鳩ン／免／∂7呪〃ぬノ L、ノ♂％．水府卿のノ，似鳩甥磨暦象姫磯塀   

αクα／／鉛ノ したところ、散布後21～28日の最大残留量は以下のとおりであった。  

ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：く0．01、〈0・．01ppm  

てんさい（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、 70％粉末を1回種子に  

コーティング（130g／ユニット）し、ノ♂％一水和鄭仇＝榔膵希紆酪む海瀞希   

例規／〟ねノ したところ、散布後21～28日の最大残留量は以下のとおりであった。  

ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：く0．01、く0．01ppm  

てんさい（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の300  

倍希釈液を1回濯注（1L／冊）し、卯％腰乾水和鄭別＝肌磨膏靡屏あ姫硝碩   

¢βαソ〃ぬノ Lたところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：く0．01、く0．01ppm   

⑬だいこん   

だいこん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回播種時  

播溝土壌混和（6kg／10a）したところ、散布後42～67日の最大残留量は以下のとお  

りであった。  

イミダクロプリド：0．014、0．011ppm  

だいこん（葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回播種時  

播溝土壌混和（6kg／10a）したところ、混和後42～67日の最大残留量は以下のとお  

りであった。  

イミダクロプリド：0．013、0．022ppm  

だいこん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回播種時  

播溝土壌混和（6kg／10a）し、20％フロアブルの4，000倍希釈液を2回散布  

（200L／10a）したところ、散布後14～21日わ最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：く0．01、く0．01ppm  

だいこん（菓部）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回播種時  

札   
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播溝土壌混和（6kg／10a）し、20％フロアブルの4，000倍希釈液を2回散布  

（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．20、0．01ppm   

⑭はくさい   

はくさい（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

Z仇対倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量は  

以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．06、0．11ppm  

はくさい（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

4，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．06、0．06ppm  

はくさい（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 1％粒剤を定植時土壌  

混和 りgン／裸）し、20％フロアブルのZα瑚督希釈液を2回散布（200，  230．4  

L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、  

これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．05、0．13ppm   

⑮キャベツ   

キャベツ（葉球）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

名仇材昏希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量は  

以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．04、0．21ppm  

キャベツ （葉球）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロアブルの  

Z仇財房希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量は  

以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．02ppm  

キャベツ（葉球）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴  

土壌混和（0．5g／株）し、20％フロアブルの之仇和好希釈液を2回散布（300L／10a）  

したところ、散布後7～14日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これ  

らの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．16、0．05ppm  

キャベツ（菓球）を用いた作物残留試験（2例）において、2♂％フロアフンレの2〝♂  
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脚屏を虐窟時苗齢直見／′レイノ した後、名β♂β／算希釈液を2回散布  

（300L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量は以下のとおりであった。  

ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．20、0．07ppm   

⑯芽キャベツ   

芽キャベツ（芽球）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

4，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：く0．2、く0．2ppm   

⑰みずな   

みずな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの4，000  

倍希釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は以下の  

とおりであった。  

イミダクロブリド：1．36、2．39ppm  

みずな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの4，000  

倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は以下の  

とおりであった。  

イミダクロプリド：1．30、2．20ppm   

⑱ブロッコリー   

ブロッコリー（花膏）を用いた作物残留試験（2例）において、2♂％フロアフル／  

の卵仔須原瀦を定植前苗濯注処理（0．25L／トレイ）し、1％粒剤を定植時植穴土壌  

混和（0．5g／株）し、20％ブロアブルの2000倍液を2回散布（150L、300L／10。）した  

ところ、散布後3～14日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの  

試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．28、1．94ppm  

ブロッコリー（花菅）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブル  

の2000倍液を2回散布（150L、300L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量  

は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．40、2．30ppm   

⑲非結球芽キャベツ   

非結球芽キャベツ（本葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロア  

ブルの4，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残  

留量は以下のとおりであった。  
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イミダクロブリド：く0．2、く0．2ppm  

非結球芽キャベツ（えき芽葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フ  

ロアブルの4，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最  

大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．5、く0．2ppm   

⑳畑わさび   

畑わさび（葉柄十根茎）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロアブ  

ルの4，000倍希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後7～28日の最大残留  

量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．04ppm  

畑わさび（葉＋葉柄＋根茎）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロ  

アブルの4，000倍希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後7～28日の最大  

残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．25ppm  

畑わさび（葉＋葉柄＋根茎）を用いた作物残留試験（3例）において、20％フロ  

アブルの4，000倍希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後7～21日の最大  

残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．38、0．38、0．75ppm   

⑳わさび   

わさび（花及び花茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブル  

の4，000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後7～28日の最大残留量  

は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：2．30、0．74ppm  

わさび（葉及び葉柄）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブル  

の4，000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後7～28日の最大残留量  

は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：1．37、0．27ppm  

わさび（根及び根茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブル  

の4，000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後7～28日の最大残留量  

は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．20、0．06ppm  
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⑲なばな   

なばな（花茎）を用いた作物残留試験（2例）において、 50％顆粒水和剤の  

10，000倍希釈液を2回散布（250L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：1．61、0．46ppm   

⑬ごぼう   

ごぼう（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの4，000  

倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は以下の  

とおりであった。  

イミダクロブリド：く0．01、く0．01ppm  

⑳レタス   

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの之♂♂ク  

仔希釈液を2回散布（105～150，200L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留  
量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていな  

い。  

イミダクロブリド：0．08、0．10ppm   
レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの4，000  

倍希釈液を2回散布（105～150，200L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留  

量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．09、0．08ppm  

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴土  

壌混和（0．5g／株）し、20％フロアブルの4，000倍希釈液を2回散布（200，  

230L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．46、0．17ppm  

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの2βクタ賢  

者靡炭を居超繊直見／∧レイノ した顔、4，000倍希釈液を2回散布（200，  
230L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は以下のとおりであった。た  

だし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．47、0．19ppm   

⑬サラダ菜   

サラダ菜（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

4，000倍希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0，4、0．2ppm  
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⑲リーフレタス   

リーフレタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブル  

の4，000倍希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量  

は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．8、0．2ppm   

⑳エンダイブ   

エンダイブ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

4，000倍希釈液を2回散布（200，303～5即．∂L／10a）したところ、散布後7～21日の  

最大残留量は以下のとおりであった。ただし、303～∠石αグL／10a散布された試験は、  

適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：2．26、2．21ppm   

⑲食用ぎく   

食用ぎく（花弁）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

4，000倍希釈液を1回散布（250～300L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留  

量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．67、0．22ppm  

食用ぎく（花弁）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

4，000倍希釈液を2回散布（250～300L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留  

量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．72、0．44ppm   

⑲きく   

きく（葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの4，000倍希  

釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のと  

おりであった。  

イミダクロプリド：0．29、0．22ppm   

⑲ふき   

ふき（茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの4，000倍希  

釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後7～28日の最大残留量は以下のとお  

りであった。  

イミダクロプリド：0．12、0．08ppm   

⑪葉ごぼう   

菓ごぼう（可食部）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

4，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  
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イミダクロブリド：0．60、1．14ppm   

⑫すいぜんじな   

すいぜんじな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤  

の10，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量  

は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．4、2．6ppm   

⑬たまねぎ   

たまねぎ（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の  

5，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：く0．01、く0．01ppm   

たまねぎ（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、ノ％殿御をノ船路呼  

超渾土壌；窟詔「勉〟ぬノ し、50％顆粒水和剤の5，000倍希釈液を2回散布  

（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミグクロブリド：く0．01、く0．01ppm   

⑬根深ねぎ   

根深ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回定植時  

植溝土壌混和（4kg／10a）し、20％フロアブルの2，000倍希釈液を2回散布  

（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．16、〈0．01ppm   

⑬葉ねぎ   

菓ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回定植時植  

溝土壌混和（4kg／10a）し、20％フロアブルの2，000倍希釈液を2回散布  

（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．04、0．22ppm   

⑲にら   

にら（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回定植時植溝  

土壌混和（4kg／10a）した後、1回散布（4kg／10a）したところ、散布後30～60日の  
最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：く0．4、く0．4ppm   

㊨アスパラガス  

アスパラガス（若茎）を用いた作物残留試験（2例）において、2♂％フロアブ  

鴫 、弓  

療  

む 洋   

．無   
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ルの訓伽僧斉磨滅を2回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量  

は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．14、0．30ppm   

⑲わけぎ   

わけぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 1％粒剤を1回定植時植  

溝土壌混和（4kg／10a）し、20％フロアブルの2，000倍希釈液を2回散布  

（300L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．7、1．O ppm   

⑲にんじん   

にんじん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の  

10，000倍希釈液を2回散布（200，300L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残  

留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：く0．01、0．02ppm   

⑲パセリ   

パセリ（茎葉）を用いた作物残留試験（1例）において、1％粒剤を1回定植時植  

穴処理（0．5g／株）したところ、処理後50～75日の最大残留量は以下のとおりであ  

った。  

イミダクロブリド：0．16ppm  

パセリ（茎葉）を用いた作物残留試験（1例）において、 1％粒剤を1回定植時植  

穴処理（0．5g／株）したところ、処理後49～75日の最大残留量は以下のとおりであ  

った。  

イミダクロブリド：0，36ppm  

パセリ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回定植時植  

穴処理（0．5g／株）し、20％フロアブルの4，000倍希釈液を1回散布（200L／10a）し  

たところ、処理後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：1．4、1．3ppm  

⑪セルリー   

セルリー（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

4，000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．30、0．68ppm   

⑫みつば  

－35－   



みつば（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の  

10，000倍希釈液を2回散布 

留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：2．77、2．50ppm   

⑬はまぼうふう   

はまぼうふう（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブル  

の4，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量  

は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．18、0．10ppm   

⑲トマト   

トマト（果実）を用いた作物残留試験（3例）において、 1％粒剤を定植時植穴処  

理（2g／株）し、10％水和剤の2，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、  

散布後1～7日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．04、0．12、0．14ppm  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、1％粒剤を定植時植穴処  

理（2g／株）し、10％水和剤の2，000倍希釈液を1回散布（200L／10a）したところ、  

散布後1～7日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．08ppm  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、10％水和剤の2，000倍希  

釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は以下のとお  

りであった。  

イミダクロプリド：0．06ppm  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、 10％水和剤の2，000倍希  

釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は以下のとお  

りであった。  

イミダクロブリド：0．08ppm  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、10％水和剤の2，000倍希  

釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は以下のとお  

りであった。  

イミダクロブリド：0．15ppm  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴土  

壌混和（2g／株）し、50％顆粒水和剤の10，000倍希釈液を2回散布（250、  
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